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1．（インボイス対応）仕訳入力 インボイス税区分の自動判別

2023年10月以降の伝票において、自動で仕入先が適格請求書（インボイス）発行事業者であるかを
確認し、仕入税区分の自動判定・セットがされます。

内容

取引先マスタの登録番号から判定

補助科目マスタの登録番号から判定

入力取引先がインボイス事業者と判定された場合
は、自動で従来の仕入税区分がセットされます

入力取引先がインボイス事業者と判定されない場
合は、自動で免税事業者等インボイス以外の仕入

税区分がセットされます

入力補助科目がインボイス事業者と判定された場
合は、自動で従来の仕入税区分がセットされます

入力補助科目がインボイス事業者と判定されない
場合は、自動で免税事業者等インボイス以外の仕

入税区分がセットされます

摘要文字に含まれるTから始まる13桁番号から、
インボイス事業者と判定された場合は、自動で従

来の仕入税区分がセットされます

摘要に番号が含まれない、またはインボイス事業
者と判定されない場合は、自動で免税事業者等イ
ンボイス以外の仕入税区分がセットされます

③摘要に含まれるTから始まる登録番号から判定

今回対応画面

・仕訳伝票入力 ・総勘定元帳(画面)

・現金出納帳入力 ・預金出納帳入力

・出納帳入力(摘要) ・出納帳入力(科目)

次回（7月）対応予定

・仕訳入力(単一) ・仕訳入力(単一2)

・仕訳入力(単一3) ・会計日記帳入力
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2．（インボイス対応）仕訳入力「適格」チェックボックス追加

「適格」チェックボックスが追加され、チェックボックスを選択／未選択状態にすることで、
仕入税区分をインボイス／インボイス以外に切り替えることができるようになります。

内容
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3．（インボイス対応）補助科目マスタ登録 登録番号追加

補助科目マスタ登録に、適格請求書発行事業者登録番号の項目が追加されます。
登録番号を会社名、住所、区分（法人・個人）で検索することができます

内容

①正式名称 か 略称 で

F4参照 押下

②検索ダイアログが開くので、会社名と住所を入力して検索

③事業者を選択して、F8選択を押下

④選択した事業者の会社名、登録番号が自動でセットされます



－5－

補助科目マスタ登録にて、登録番号を入力した際に正式名称が未入力の場合に、
登録番号から自動で会社名がセットされるようになります。

内容

① 登録番号を入力

3．（インボイス対応）補助科目マスタ登録 登録番号追加

② 会社名が正式名称と略称に自動セットされる
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4．発展ストレージ ファイル詳細に「備考」項目追加

ファイル詳細画面に「備考」項目を追加します。ファイルの詳しい内容、補足情報などを記載して
保存することができます。（文字数制限：半角512文字、全角256文字まで）

内容
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5．(1) 年度計画 売上計画詳細(下段)の集計単位を集計科目から実在科目へ仕様変更

月次詳細計画登録(下段)の集計単位を集計科目から実在科目へ仕様変更いたしました。

内容

従来は売上計画(詳細)／科目名に集計科目を表示していましたが、

今回の対応により、集計科目を実在科目へ仕様変更することで、

売上計画（詳細）で計画した金額が月次経営計画にも反映されることとなります。

対応前

対応後



－8－

5．(2) 年度計画 計画一覧から月次経営計画へのドリルダウン

年度計画一覧／計画名称をダブルクリックすることで当該の月次経営計画にドリルダウンできるよう
対応いたしました。

内容

従来は計画名称にフォーカスをあて、F6月次経営計画をクリックしていましたが、
今回計画名称をダブルクリックすることで月次経営計画登録画面に画面遷移できる
ようになります。
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5．(3) 年度計画 月次経営計画から総勘定元帳へのドリルダウン

月次経営計画からダブルクリックすることで総勘定元帳の当該仕訳にドリルダウンできるよう
対応いたしました。

内容

従来は発生金額にカーソルを合わせ”F5元帳へ“をクリックする必
要がありましたが、発生金額をダブルクリックすることで総勘定
元帳の当該仕訳へ遷移できるようになりました。
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5．(4) 年度計画 月次経営計画の仕訳計画から仕訳登録へのドリルダウン

月次経営計画登録の仕訳登録された金額をダブルクリックすることで当該の仕訳登録画面にドリルダウン
できるよう対応いたしました。

内容

従来は計画反映された仕訳を確認する場合、“F9仕訳登録” をク
リックする必要がありましたが、今回の対応により月次経営計画
登録画面の仕訳登録された金額をダブルクリックすることで、当
該の仕訳登録画面に遷移できるようになりました。
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5．(5) 年度計画 計画区分のコピー＆ペースト機能の追加

計画区分のコピー・ペーストが行うことができるよう対応いたしました。

内容

従来は計画区分をクリックし科目計画モードから設定する必要がありましたが、

今回の対応により計画区分上で”Ctrl＋C“でコピーし、”Ctrl＋V“で貼り付けること
が可能となりました。
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6．補正予算データ取込(収支)

補正予算(収支)のデータ取込ができるよう対応いたしました。

内容

F2-3に追加いたしました

補正予算登録（収支）に取り込まれます。

社会福祉法人向けの対応となります
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7．財産目録に取得価格と減価償却累計額を紐づけるよう対応

附属明細書／財産目録に固定資産登録画面の取得価格と減価償却累計額が紐付されるよう
対応いたしました。

内容

従来の財産目録は、取得価格と減価償却累計額を手入力する仕様
でしたが、今回の対応により固定資産登録に登録した値が紐付さ
れ、表示されるようになりました。

社会福祉法人向けの対応となります
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